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「新幹線新駅周辺整備推進会議」について 

                                                                          
１ 趣旨・目的 
九州新幹線の全線開業を見通し、今後新駅となる熊本駅及び新玉名駅（仮称）の

周辺整備に関して、県都あるいは県北の陸の玄関口として十分な機能が発揮でき

るよう、県、熊本市及び玉名市との間で協議の場を設置。 
 
２ 会議の構成 
「推進会議」は、副知事（議長）、副市長（副議長）及び助役（同）並びに各団

体の関係部局長・課長他関係職員で構成。推進会議の中に、部局長・課長を中心

とした「幹部会議」を置き、その下部に担当班長等を中心とした「班長会議」を

設置。 
 
３ 会議の機能 
○推進会議：新駅周辺整備に係る具体案の審議及び成案の知事、市長への報告。 
・幹部会議（推進会議の中に）：具体案の策定。 
・班長会議（幹部会議の下に）：幹部会議の下での調査・課題の整理等。 

 
４ 協議の内容 
駅前広場や周辺道路その他新幹線の開業を見据えた基盤整備等について協議。 
熊本駅周辺整備については、平成９年の県市協定を基本にその後の状況の変化を

踏まえ、協議。 
 
５ 先行開業駅関係の取組 
既に開業している新八代駅及び新水俣駅については、新駅を活用した地域の振興

を推進するため、県、八代市及び水俣市で構成する「新幹線新駅振興会議」を別

途設置。 
 
６ 関係団体等との協議 
ＪＲ九州及びその他の公共交通事業者等については、「幹部会議」を中心として、

別途協議の場を設けるものとする。 
 
７ 会議経緯 
① 第１回推進会議；平成１６年５月２１日（金） 
② 第２回幹部会議；平成１６年６月２３日（水） 
③ 第３回幹部会議；平成１６年７月２９日（木） 
④ 第４回幹部会議；平成１６年９月 １日（水） 

 

資料２ 
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    検討対象地区 

    主な検討課題（熊本市） 

    主な検討課題（熊本県） 

    九州新幹線鹿児島ルート 

    ＪＲ鹿児島本線連続立体交差事業 

    都市計画道路 

    アメニティ軸 

    歩行系ルート 

    親水空間 

    河  川 

    都市計画公園等 

    駅前広場 

    熊本合同庁舎建設予定地 

    東Ａ地区市街地再開発事業予定区域 

    土地区画整理事業区域 

坪
井
川 

(仮称)二本木東西線（18ｍ） 

新幹線新駅周辺整備推進会議検討課題図 

万日山 

親水空間 

（東Ａ地区 
 再開発事業予定地） 

250ｍ 

春日小学校 

（都）二本木小磧線 

九州新幹線整備事業 

(都)春日池上線（３０ｍ） 

鹿児島本線等連続立体交差事業 

（都）熊本駅新外線（30ｍ） 

③ 東Ｂ地区の整備 

⑧ 二本木地区等 

北地区 

ＪＲ熊本駅 

(都)熊本駅南線（18ｍ） 

(都)熊本駅北部線（３６ｍ） 

祗園橋緑地 

(都)熊本駅西口線（18ｍ） 

東西連絡通路 
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）
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西口駅前広場 
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（都）熊本駅城山線（30ｍ） 

② 東Ａ地区の整備 

① 熊本駅周辺地域の将来ビジョンについて 

④ 熊本駅西土地区画整理事業 

⑤ 東口駅前広場の整備 

⑥ 南地区の整備 

⑦ 新幹線・在来線駅舎の整備 

⑨ 
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⑩ 熊本駅と空港等の交通アクセス改善対策 
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テレビ局（ＫＡＢ） 


